
常 任 委 員 会 報 告
　３月18日の本会議において、各常任委
員会に付託された議案審査は、慎重な審
査の結果、全議案について可決した。

総
務
常
任
委
員
会
（
３
月
１１
日
）

質
問
議
案
第
９
号
小
城
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て
、
交
通
安
全
指
導
員
設
置
条
例
が

廃
止
さ
れ
る
が
、
要
綱
等
定
め
る
の
か
。

答
弁
継
続
し
て
交
通
指
導
員
等
の
活
動
を
行
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
要
綱
を
整
備
し
、
報
償
費
を
支
出
す
る
。

質
問
議
案
第
14
号
平
成
31
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
７
号
）の
寄
附
金（
ボ
ー
ト
ピ
ア
三
日
月
周
辺
環
境
費
）

に
つ
い
て
、
増
額
に
つ
い
て
ま
だ
交
渉
の
余
地
は
な
か
っ

た
の
か
。

答
弁
今
回
の
増
額
は
、
場
外
売
上
げ
の
算
定
率
を
０
・

５
％
か
ら
本
場
分
同
様
１
％
に
す
る
と
の
唐
津
市
か
ら
の

申
し
出
に
よ
る
も
の
だ
が
、
今
後
他
市
町
等
の
状
況
を
調

査
し
交
渉
で
き
る
か
研
究
し
た
い
。

質
問
公
共
交
通
利
用
者
を
増
や
す
た
め
の
施
策
は
。

答
弁
路
線

の
見
直
し
、

利
用
し
や
す

い
よ
う
な
バ

ス
の
運
行
時

刻
の
見
直
し

等
を
行
っ
て

い
る
。
ニ
ー

ズ
等
を
聞
き

な
が
ら
、
ど

う
い
う
形
が

良
い
の
か
検

討
し
て
い
る
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
（
３
月
１2
日
）

質
問
議
案
第
14
号
平
成
31
年
度
小
城
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
７
号
）
の
、
在
宅
高
齢
者
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

の
減
額
の
理
由
は
。

答
弁
当
初
予
算
算
定
の
段
階
で
は
、
ひ
と
月
当
た
り
の

平
均
配
食
数
を
１
︐５
５
０
食
と
見
込
ん
で
い
た
が
、
現

状
は
平
均
１
︐１
５
４
食
と
な
っ
て
お
り
、
入
院
・
施
設

入
所
等
に
よ
る
途
中
廃
止
が
、
新
規
を
上
回
っ
た
こ
と
が

主
な
理
由
で
あ
る
。

質
問
議
案
第
20
号
令
和
2
年
度
小
城
市
一
般
会
計
予
算

の
、
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
で
、
新
た
に
契
約
す
る

シ
ダ
ッ
ク
ス
大
新
東
に
よ
る
保
護
者
説
明
会
は
実
施
さ
れ

る
の
か
。

答
弁
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響

で
、
３
月
中

に
説
明
会
を

行
え
な
い
状

況
で
あ
り
、

今
後
の
状
況

を
注
視
し
な

が
ら
、
説
明

会
を
実
施
す

る
提
案
が
あ

る
と
思
わ
れ

る
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会
（
３
月
１3
日
）

質
問
議
案
第
３
号
小
城
市
公
共
下
水
道
等
区
域
外
流
入

受
益
者
分
担
金
徴
収
条
例
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
は
協
力

金
と
し
て
徴
収
し
て
き
た
も
の
を
、
今
回
徴
収
条
件
を
定

め
る
理
由
は
何
か
。
下
水
道
区
域
外
の
希
望
者
が
合
併
浄

化
槽
で
は
な
く
下
水
道
に
接
続
す
る
こ
と
を
希
望
し
た
場

合
に
、
許
可
・
不
許
可
と
す
る
基
準
等
が
あ
る
の
か
。
住

宅
開
発
が
進
み
、
下
水
道
整
備
を
希
望
さ
れ
る
場
合
、
市

は
単
独
で
工
事
を
行
う
の
か
。

答
弁
地
方
自
治
法
に
基
づ
き
法
的
な
根
拠
で
徴
収
す
る

た
め
に
条
例
を
制
定
す
る
、
区
域
外
流
入
の
可
否
に
つ
い

て
は
、
申
請
箇
所
の
前
面
道
路
に
管
が
入
っ
て
い
る
か
、

管
に
受
け
い
れ
る
余
裕
が
あ
る
の
か
な
ど
に
よ
り
判
断
す

る
。
区
域
外
の
整
備
工
事
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
市
の

単
独
事
業
で
下
水
道
工
事
を
行
う
こ
と
は
な
い
。

質
問
議
案
第
20
号
令
和
２
年
度
小
城
市
一
般
会
計
予
算

の
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業
に
つ
い
て
、
予
算
額
は

前
年
度
と
同
等
だ
が
取
組
む
組
織
は
増
加
し
て
い
る
の
か
。

答
弁
農
地
維
持

支
払
交
付
金
は
平

成
3１
年
度
89
組
織

か
ら
令
和
２
年
度

92
組
織
。
資
源
向

上
（
共
同
活
動
）

85
組
織
か
ら
89
組

織
。
長
寿
命
化
交

付
金
は
７0
組
織
か

ら
７5
組
織
と
組
織

数
は
増
え
て
い
る
。

▲市内を回る巡回バス

▲多面的機能支払交付金事業による作業

▲４月より委託先が変わる放課後児童クラブ
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